
1環境放射線関係



調査内容
　平成18年7月～9月の調査内容は次のとおりである。

1　調査機関　　島根県、中国電力株式会社

2　調査項目及び測定法

調　査　項　目 測定機関 測　　　　定　　　　法 測　定　機　器

積　算　線　量 島根県
�蒼dガ

放射線熱ルミネセンス法
熱ルミネセンス線量計

@　（TLD）
空
　
　
間
　
放
　
　
射
　
線

線　　　量　　　率
kモニタリングホスト｝ 島根県 エネルギー補償方式

Nal（T1）シンチレーション

沛o器

線　　　量　　　率

Pモニタ ゴングカー） 島根県 同　　上 同　　上

計　測　試　料 分　　析　　法

浮　　遊　　塵

島根県
捕集フィルター

ガ
　
ン
　
マ
　
線
　
放
　
出
　
核
　
種

牛　　　　　乳 生　　試　　料

文部科学省編

uゲルマニウム
ｼ導体検出器に
謔驛ﾁ線スペク

gロメトリー」
ﾉよる。

高分解能

ﾁ線スベクトロメ一夕

i高純度ゲルマニウム検出器）

陸　　　　七 風　　乾　　物

環
　
　
境
　
　
試
　
　
料
　
　
中
　
　
の
　
　
放
　
　
射
　
　
能

海産生物

島根県
�蒼dガ

灰　　化　　物

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
9
0

海　　　　水

A　　　　物

_　　産　　物

C　産　生物

島根県

文部科学省編

u放射性ストロンチウム分析法」

ﾉよる。

低バックグラウンド

Kスフロー計数装置
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3．調査結果の概要

　　　今期の調査結果について、各々の測定項目ごとに詳細な検討を行ったが、島根原子力発電所

　　の運転による影響は認められなかった。

（1）空間放射線

1）積算線量

　　　すべての測定地点で平常の変動幅内の線量であった。

2）線量率

a）モニタリングポストによる測定

　　　7月にすべての測定局、8月に御津局、深田北局及び片句局、9月に御津局、片句局及び大

　　芦局で平常の変動幅を外れる線量率が測定された。いずれも降水による線量率の増加あるいは

　　確率的変動による線量率の低下であった。

b〉モニタリングカーによる測定

　　　すべての測定地点において平常の変動幅内の線量率であった。

（2）環境試料中の放射能

1）ガンマ線スペクトロメトリー対象核種

　　　陸士及び海産生物からセシウム137が検出されたが、一般の環境で認められる程度の値であ

　　り、過去の大気圏内核実験等によるものと考えられる。

2）ストロンチウム90

　　　松葉及び茶からストロンチウム90が検出されたが、平常の変動幅内であり、過去の大気圏

　　内核実験等によるものと考えられる。
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モニタリングポスト各局の月間の平均値、最高値及び最低値（単位：nGy／h）

杢
　最高値

　平均値

　最低値

平常の変動幅
平成13～14年度の全データから求めた累積相対度
数分布の（平均値±3×標準偏差）相当の範囲。
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　　　　　　　環境試料中の放射能
ガンマ線スペクトロメトリー対象核種

試　料　名

測　定

似ｿ
@数

測　　定　　結　　果
前年同期の
@137Cs 単　　位

54 ln 59 ee 58 bo 60 bo 137 bs

浮遊塵
2 ND ND ND ND ND ND μBq／m3

さ　　ざ　　え 1 ND ND ND ND ND ND

海産

ｶ物

む　ら　さ　き

｢　　が　　　い
2 ND ND ND ND ND ND

あ　　ら　　め
3 ND ND ND ND

ND～O．09
ND

Bq！kg

i生）

ほんだわら類
4 ND ND ND ND ND ND

陸土
4 ND ND ND ND

1．6～11 1．6～12
Bq！kg

i風乾物）

牛　　乳　原　　　乳
1

ND　（隠11のみ分析） ND（1311） mBq，ノ1

（注）　NDは検出ド限値未満を示す。

ストロンチウム90

試　　料　　名 測定試料数 測　定　結　果 前年度の測定値 単　位

松　　　　葉 1
6．7 7．2

Bq／kg

i生）

農産物　　　茶
1

1．4 1．3

海　　　　水 1 ND ND mBq月

さ　ざ　え 1 ND ND
海　産

ｶ　物 わ　か　め 1 ND ND

Bq／kg

i生）

（注）　NDは検出下限値未満を示す。
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4．調査項目別測定結果

（1〉空間放射線

　1）積算線量
単位：【mGy！90日】

測　定　地　点

測　　　　　定　　　　　値

4～6月 7～9月 1G～12月 1～3月

平常の変動幅 年間線量^mGy 365ED 測定者 備　老

夫 0．16
一『一所

二、コー＿r
一

　〇．16 O．14～0．16 中国電力

佐　陀　本　郷 0．14
一プー枢 〆
〇， 13

O，12～0．14 〃

深　　　　　田 O．13 0．12 O．11～0．13 〃

O．17 0．17 島根県
片　　　　　句

O．17 0．17

O．15～0．17

中国電ガ

0．上5 0．16 島根県
御　　　　　津

0．16 0．15

O．14～0，16

中国電力

日．　　　　過 0．14 0．14 0．12～0．14 〃

古　　　　　浦

0．13 043 島根県

o．14 o，ユ4
．

0．12～O．14

中国電力

古　　　　　　　赫一」、　　　　　　　　　　　　　　　山、

O．14 043 O．12～O．14 〃

手　　　　　結 O．12 〇．

H　 O，10～O．12
’
1

上　　講　　武 0．14 Oほ4 O．13～0．15 島根　県

0．12 』｝0．13’一 〃

南　　講　　武

0．13
』 や1』董3

0．U～0．13

中国電力

佐　陀　宮　内 O．15 jl11ガ… O．14～O．16 島根県

大　　　　　芦 O．14
ビ3『　『　　一』』一

O．13～0．15 〃

加　　　　賀 O．11

・三 遍へ卿三｛h

w誌1与
O．11～0．12 ”

西　　生　　馬 0．16

’フ掴r柴1群

¢世』 O，14～0．18 〃

西　　川　　津 0．14 眠 1毒r’

@　
ド：至

0，13～0，17 〃

（注）　　L　測定方法　　熱ルミネセンス線量計（T［．D〉で測定した、，

　　　2．　積算線量の「平常の変動幅」は前年度までの5年間の最小値から最大値までの範囲である。
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2）線量率
a）モニタリングポストによる測定

単　　イ立：【nGy／h】

測定地点 区　　　分
測　　　定　　　　値

平常の変動幅 備　　　考
4月 5月　　　　6月

平　均　値 49

西　浜佐　陀 最　高　値 96

49　　　
　
　
5
0
　

　　士　　 　 　　　

77　　　　　67 43～87

最　低　値 44
44　　　　　45

平　均　値 40
40　　　　　39

御　　　　津 最　高　値 75
36～71

最　低　値
34

68　　　　　61

35　　　　　35

平　均　値 40
39　　　　　39

古　　　　浦 最　高　値 76
66　　　　　63 35～68

最　低　値 35　　　　　　35　　　　　　35

平　均　値

深　　田　　北 最　高　値

27　　　　　27　　　　　27
　　　　　 ト　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　 　　　　　　 　

60　　　　　57　　　　　46 24～56

最　低　値 23　　　　　23　　　　　23

平　均　値

片　　　　句 最　高　値

41　　　　　41　　　　　41

@　　
十

71　　　　　64　　　　　62 38～68

最　低　値 　　　36　　　　　36　　 　　37

平　均　値 35　　　　35　　 　　34

北　　講　　武 最　高　値 　　　升U9　　　　　57　　 　　50 30～64

最　低　値 31　　　　　30　　

　
　
3
0
　
　
　

平　均　値 32　　　　31　　 　　31

佐　陀本郷 最　高　値 71　　　　　57　　　　　49　　　

27～64

最　低　値 27　 　26　 　27
平　均　値 34　　 　　33　　　　　34

末　　　　次 最　高　値 60　　　54　　　　49 28～57

最　低　値 29 誓29　　29
平　均　値 36　 　36　　　36

大　　　　芦 最　高　値 74　　　　　　　　　63　　　　　 　　　　59 33～73

最　低　値 ナ
　　　一32　　

　32　　 　32
平　均　値 44　　　　　44

手　　　　結 最　高　値 　80　　　　　69

　　44¥
　　68 40～73

最　低　値 　　　
t
3
9
　
　
　
　
3
9
　
　　40

平　均　値

上　　講　　武 最　高　値 74　　

　
　
5
6
　
　
　
　
　
4
8
ギ 27～68

最　低　値 28　 　26　　　　26
（注） 測定者　　島根県

測定方法　　3串φ球形Naエ（Tl）シンチレ ション検出器（エネルギ 補償型）を使用し、

　　　50keV～3MeVのエネルギー範囲で測定した。
測定値は、2分値である。

モニタリングポストのr平常の変動幅」は各測定地点の平成13年4月から平成15年3月までの全デ タから

求めた累積相対度数分布の（平均値±3X標準偏差）相当の範圃である。
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単位：【nGy！h】

測　定地点 区　　　分
測　　　定　　　値

7月 8月 9月
平常σ）変動幅 備　　　考

平　均　値 50 55 52

西　浜佐陀
102 74 69

43～87最　高　値

最　低　値 44 48 46

平　均　f直 40 39 39

御　　　　津 最　高　値 74 56 55
36～71

最　低　値 35 35 35

平　均　値 40 39 39

占　　　　浦
石　　＿
諱@局　値

71 49 52
35～68

最　低　値 34 35 35

28 27 27

深　　田　　北

’F　均　値

ﾅ　高　値
66 38

43’ 24～56

最　低　値 22 23 24

平　均　値 41 40 40

片　　　　　句 最　高　値 69 49 52
38～68

最　低　f直 36 36 37

平　均　値 35 35 35

北　　講　　武 最　高　値 67 54 47
30～64

最　低　値 30 31 30

平　均　値
31 31 30

佐　陀本郷 最　高　値 63 42 45
27～64

最　低　値 26 27 27

平　均　値 34 35 34

末　　　　次 最　高　値 65 46 50
28～57

最　低　値 29 30 30

37 37
36．

大　　　　芦

’F　均　値

最　高　値 70 50 50
33～73

最　低　値 32 33 32

平　均　値
45 44 44

手　　　　結 最　高　値 76 53 55
40～73

最　低　値
39 41 40

平　均　値 32 32 32

ヒ　講　　武
　　 ＝最　尚　値 69 52 51

27～68

最　低　値 27 28 28

測定者　島根県
測定方法　　3”φ球形Nal（Tl）シンチレ ション検出器（エネルギ 補償型）を使用し、

　　　　　50keV～3MeVのエネルギ 範囲で測定した ，

測定値は、2分値である、、

モニタリングポストの『平常の変動幅」は各測定地点の平成13年4月から 一干‘成15年3月までの全デ タから

求めた累積相対度数分布の（平均値±3×標準偏差〕相当の範囲である
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b）モニタリングカ による測定

単位：【nGy／h】

測　定　地　点

測　　　　定　　　　値

平常の変動幅
4月

一『廿1『 宙

10月 1月

備　　考

片　　　　　句 32
24～33

手　　　　　結 29
蟹一

ﾊ　一

24～31

古　　　　　浦 40
llデ覧

　　．藷　冤　　
28～38

佐　陀　本　郷 33
葺

28～36　

西　　生　　馬 55
　

『“

堰

一1郭

『 43～56

西　　川　　津 33

熱 28～39

加　　　　　賀 37 滋 26～42

大　　　　　芦 37

鉄i㌧

D灘㌘
26～38

御　　　　　津 41 斌 38～49

ヒ　　講　　武 25 1澹薫1婚
25～31

南　　講　　武 32 華1
26～34

佐　陀　宮　内 45

慧
襲
1
・
耀
ド 35～46

西　浜　佐　陀 48 灘 46～53

（注）

3
4
5

測定者　島　根　県
測定方法　　3”φ球形Nal（T1）シンチレ ション検出器〔エネルギ 補償型）を使用し、

　　　　　50keV～3MeVのエネルギー範囲で、車外（地上高L5m）にて測定した。

測定値は、2分値5個の平均である。

モニタリングカーのr平常の変動幅」は、前年度までの5年間の最小値から最大値までの範囲である。

7月測定計画であったが、測定機器の故障修理のため、9月に測定を実施した。
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